	月のいと明きに（枕草子　第二一六段）


	月のいと明きに、
	月がとても明るい夜に、

	川を渡れば
	川を渡ると、

	牛の歩むままに、
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎっしゃ),牛車)が歩むにつれて

	水晶などの割れたるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よ),や)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(う),う)に、
	水晶などが割れたように、

	水の散りたるこそ、
	水しぶきが散っているのは、

	をかしけれ。
	すばらしい。


【問１】水しぶきがつきに照らされて輝く様子をどのようにたとえているか。本文中から書き抜きなさい。

【問２】「散りたるこそ、をかしけれ。」で用いられている決まりを答えなさい。

【問３】「いと」の意味を答えなさい。

□解答例□

【問１】水晶などの割れたるやうに

【問２】係り結び（の法則）

【問３】とても

